
現場の
課題に

即した解決 県の
存在意義の
再確認

地方振興局
等への

課題の集積

教育・合宿
旅行の回復

企業誘致

産業人材育成

人口減少対策
地域産業の

6次化

観光振興

平 成 ２ ６ 年 ６ 月
復興・総合計画課

様々な地域課題に
対応しきれていない…

地域による
復興・再生の促進

対象事業

● 東日本大震災からの復興に資するもので、地域固有の課題に対応する事業
（人口減少対策、地域産業の６次化、観光振興、教育･合宿旅行、地域医療対策、
雇用創出等あらゆる分野に対応）

● 緊急性、即応性の高い新規に取り組むソフト事業

実施主体

各地方振興局を中心とする出先機関

実施方法

● 地域において事業を企画立案、実施

● 地域間で連携・共同して行う事業も可

規模

企画調整部において所要の財源を確保

集中復興期間も
残りわずか

▲ 教育・環境学習旅行

現場の課題に
臨機応変に対応

地域の
主体性発揮

県自らが
汗をかく

県の姿が
見えない…

資料3-2

解決の
方向性 地域のアイデアの

具現化

地域懇談会の
有効活用

県 全 体 の 取 組

地域固有の
課題

震災を
受けて
の課題

効果
検討中の基本スキーム

県全体の取組の
底上げ

課題共有
・

意識改革


